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玄
鉄
絢
⽝
少
女
セ
ク
ト
⽞
論

─
ゼ
ロ
年
代
に
お
け
る
レ
ズ
ビ
ア
ン
・
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
再
編
成
─

郭

如

梅

要

旨
本
稿
は
玄
鉄
絢
の
⽛
エ
ロ
マ
ン
ガ
⽜
と
呼
ば
れ
る
⽝
少
女
セ
ク
ト
⽞（
二
〇
〇
三
～
二
〇
〇
五
年
）
を
研
究
対
象
と
し
て
、
ゼ
ロ
年
代
の
〈
百
合
〉

表
象
に
お
け
る
レ
ズ
ビ
ア
ン
・
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
再
編
成
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

女
性
同
士
の
性
表
現
を
描
く
こ
と
に
は
制
限
が
あ
る
。
男
性
同
士
の
性
愛
を
描
く
〈
B
L
〉
ジ
ャ
ン
ル
と
比
べ
、
女
性
同
士
の
連
帯
を
テ
ー
マ

に
す
る
〈
百
合
〉
表
象
は
性
表
現
の
許
容
範
囲
が
厳
格
で
あ
る
。
他
方
、⽛
レ
ズ
⽜
は
従
来
の
男
性
向
け
の
性
的
消
費
物
で
あ
る
が
、
性
表
現
の
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
保
証
す
る
ペ
ニ
ス
の
射
精
と
い
う
運
動
表
現
が
描
か
れ
な
い
た
め
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
を
主
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
⽛
エ
ロ
マ
ン
ガ
⽜

作
品
は
少
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、⽝
少
女
セ
ク
ト
⽞
は
、
マ
ン
ガ
に
お
け
る
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
共
通
す
る
表
現
手
法
を
踏
ま
え
、⽛
エ
ロ
マ
ン
ガ
⽜
の
⽛
レ
イ

プ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
⽜
と
、〈
B
L
〉
の
⽛
愛
ゆ
え
の
レ
イ
プ
⽜
と
⽛
魅
力
の
証
明
と
し
て
の
レ
イ
プ
⽜
と
い
っ
た
物
語
の
紋
切
り
型
を
用
い
、
女

性
同
士
の
レ
イ
プ
表
象
を
描
き
出
す
。
ま
た
、
女
学
校
と
寄
宿
寮
と
い
う
舞
台
設
定
を
通
じ
て
⽛
ハ
ー
レ
ム
⽜
を
描
写
す
る
。

レ
イ
プ
表
象
で
は
、⽛
攻
め
の
被
害
者
⽜
と
⽛
受
け
の
加
害
者
⽜
と
い
う
女
性
同
士
な
ら
で
は
の
力
関
係
に
よ
り
、
被
害
者
の
身
体
を
女
性
化
す

る
機
能
が
停
止
さ
れ
る
。
ハ
ー
レ
ム
表
象
で
は
、
積
極
的
に
能
動
性
を
放
棄
す
る
支
配
者
の
主
体
性
を
通
じ
、
支
配
と
従
属
の
権
力
関
係
が
転
倒

さ
れ
る
。
グ
ル
ー
プ
セ
ッ
ク
ス
の
描
写
を
通
し
て
、
日
常
生
活
と
性
生
活
の
分
離
と
、
性
役
割
と
権
力
関
係
の
不
連
続
性
を
浮
上
さ
せ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
作
は
⽛
エ
ロ
マ
ン
ガ
⽜
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
に
基
づ
き
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
の
性
表
現
を
開
拓
す
る
。
さ
ら
に
異
性
愛
規
範

へ
の
収
斂
に
抵
抗
し
よ
う
と
す
る
少
女
同
士
の
親
密
圏
を
顕
在
化
す
る
⽝
少
女
セ
ク
ト
⽞
は
、⽛
エ
ロ
マ
ン
ガ
⽜
の
例
外
と
し
て
ゼ
ロ
年
代
の
〈
百

合
〉
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
可
能
性
を
切
り
開
く
。
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第
一
節

は
じ
め
に

女
性
同
士
の
性
表
現
を
指
す
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
、
異
性
愛
男
性
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
す
る
ポ
ル
ノ
コ
ン
テ
ン
ツ
に
お
い
て
、⽛
百
合
⽜、⽛
レ
ズ
⽜、⽛
G
L
（
ガ
ー
ル

ズ
ラ
ブ
）⽜
と
い
っ
た
三
つ
の
言
葉
が
あ
る
。
媒
体
か
ら
見
れ
ば
、
マ
ン
ガ
や
ア

ニ
メ
の
作
品
に
は
主
に
⽛
百
合
⽜
が
使
わ
れ
る
。⽛
G
L
⽜
は
⽛
百
合
⽜
の
類
語

と
し
て
扱
わ
れ
る
。
A
V
（
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
）
の
作
品
に
は
、⽛
レ
ズ
⽜
が
用

い
ら
れ
、
男
性
の
消
費
物
と
し
て
の
性
表
現
と
な
る
。
一
方
、
幅
広
い
読
者
層

を
持
つ
⽛
百
合
⽜
作
品
に
は
性
表
現
が
少
な
い
。
な
お
、⽛
B
L
⽜
と
呼
ば
れ
る

男
性
同
士
の
性
表
現
を
描
く
ジ
ャ
ン
ル
と
比
べ
れ
ば
、⽛
百
合
⽜
作
品
で
は
精
神

面
の
繋
が
り
が
強
調
さ
れ
る
⚑
。
性
描
写
が
あ
る
が
、
精
神
面
の
要
素
を
重
視

す
る
。

こ
の
よ
う
に
、⽛
百
合
⽜
に
お
い
て
は
、
性
表
現
の
許
容
範
囲
と
い
う
問
題
点

が
浮
か
び
上
が
る
。
こ
こ
で
は
、
一
旦
⽛
百
合
⽜
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
形
成
さ

れ
た
時
期
か
ら
変
遷
史
を
検
討
す
る
。
今
野
緒
雪
の
少
女
小
説
・
ラ
イ
ト
ノ
ベ

ル⽝
マ
リ
ア
様
が
み
て
る
⽞（
一
九
九
八
～
二
〇
一
二
年
）が
巻
き
起
こ
し
た
ブ
ー

ム
に
よ
り
、
女
性
同
士
の
連
帯
に
対
す
る
消
費
の
需
要
が
高
ま
っ
た
。
そ
れ
に

応
じ
て
、専
門
誌⽝
百
合
姉
妹
⽞（
二
〇
〇
三
～
二
〇
〇
四
年
）及
び
後
継
誌⽝
コ

ミ
ッ
ク
百
合
姫
⽞（
二
〇
〇
五
年
～
）
が
創
刊
さ
れ
た
。
発
信
メ
デ
ィ
ア
の
獲
得

に
基
づ
き
、
女
同
士
の
親
密
な
関
係
を
描
く
マ
ン
ガ
の
作
品
群
は
、
誌
名
を
反

映
し
⽛
百
合
⽜
と
い
う
名
称
で
定
着
し
た
。
ま
た
、
少
女
マ
ン
ガ
の
悲
劇
的
な

レ
ズ
ビ
ア
ン
像
と
異
な
り
、⽝
百
合
姉
妹
⽞
と
⽝
コ
ミ
ッ
ク
百
合
姫
⽞
が
示
し
た

ゼ
ロ
年
代
〈
百
合
〉
表
象
は
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ブ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を

横
領
し
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
の
⽛
恋
愛
、
セ
ッ
ク
ス
、
事
実
婚
⽜
を
ラ
ブ
コ
メ
デ
ィ

の
形
式
を
通
じ
て
描
い
て
い
る
⚒
。

一
方
、⽝
マ
リ
ア
様
が
み
て
る
⽞
に
用
い
ら
れ
る
女
学
校
の
擬
似
的
な
姉
妹
関

係
と
い
う
紋
切
り
型
に
よ
り
、〈
百
合
〉
表
象
は
戦
前
期
の
少
女
小
説
の
水
脈
を

受
け
継
い
だ
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る
⚓
。
少
女
小
説
と
の
繋
が
り
に
基
づ

き
、
女
学
生
に
要
請
さ
れ
る
性
規
範
は
〈
百
合
〉
表
象
に
も
押
し
付
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ペ
ニ
ス
を
挿
入
す
る
／
さ
れ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
の
⽛
攻
め

／
受
け
⽜
と
い
う
役
割
分
担
を
定
義
す
る
〈
B
L
〉
と
並
べ
で
み
れ
ば
、
性
表

現
を
め
ぐ
っ
て
議
論
さ
れ
る
〈
百
合
〉
の
定
義
問
題
は
、
マ
ン
ガ
に
お
け
る
同

性
同
士
の
性
表
現
に
内
包
す
る
男
女
の
非
対
称
性
を
照
射
す
る
⚔
。

マ
ン
ガ
の
性
表
現
と
い
う
点
か
ら
〈
百
合
〉
と
レ
ズ
ビ
ア
ン
表
象
を
比
較
す

れ
ば
、
女
性
同
士
の
性
行
為
を
描
く
こ
と
の
困
難
さ
が
浮
上
す
る
。
津
雲
む
つ

み
の
レ
デ
ィ
ー
ス
コ
ミ
ッ
ク
⽛M

oonlightFlow
ers

月
下
美
人
⽜（
一
九
八
九
～

一
九
九
〇
年
）
は
、
否
定
的
な
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
反
し
て
レ
ズ
ビ
ア
ン
を
肯

定
的
に
描
い
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
る
⚕
。
男
女
の
性
行
為
の
暴
力
性
を
見
せ
る

動
的
な
図
像
表
現
と
対
照
的
に
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
の
性
表
現
は
静
的
な
表
現
技
法

を
用
い
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
安
心
感
が
強
調
さ
れ
る
⚖
。
レ
ズ
ビ
ア
ン
表
象
と

し
て
評
価
さ
れ
る
や
ま
じ
え
び
ね
の
⽝LO

V
E
M
Y
LIFE

⽞（
二
〇
〇
一
年
)⚗

も
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
の
性
表
現
に
は
静
的
図
像
表
現
が
用
い
ら
れ
、
性
行
為
に
伴

う
身
体
の
運
動
表
現
が
描
か
れ
て
い
な
い
。

専
門
誌
⽝
百
合
姉
妹
⽞
及
び
⽝
コ
ミ
ッ
ク
百
合
姫
⽞
に
お
い
て
は
、⽛
百
合
コ

ミ
ッ
ク
ス
に
十
八
禁
ば
り
の
も
の
は
収
録
し
て
い
い
も
の
か
ど
う
か
？
⽜⚘
と

い
う
作
家
の
配
慮
が
示
さ
れ
て
い
る
。⽝
百
合
姉
妹
⽞
三
号
で
は
⽛
裏
・
百
合
姉
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妹
⽜
と
い
う
企
画
が
あ
り
、
二
頁
の
紙
幅
を
割
き
、
メ
デ
ィ
ア
横
断
で
官
能
小

説
、
成
人
雑
誌
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
ポ
ル
ノ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
紹
介
す
る
⚙
。
一
方
、

⽛
キ
ス
ま
で
で
十
分
⽑
⽑
そ
れ
以
上
進
む
と
十
八
禁
雑
誌
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら

れ
て
し
ま
う
。（
宮
崎
県
／
一
向
聴
）⽜10
と
い
う
読
者
の
意
見
が
途
絶
え
る
こ

と
が
な
い
。
そ
の
結
果
、
性
表
現
に
特
化
し
た
姉
妹
誌
⽝
百
合
姫W

ildrose

⽞

の
創
刊
は
二
〇
〇
七
年
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
11
。

性
表
現
に
関
わ
る
こ
う
し
た
議
論
を
踏
ま
え
る
と
、
玄
鉄
絢
の
⽛
エ
ロ
マ
ン

ガ
⽜⽝
少
女
セ
ク
ト
⽞
の
特
殊
性
が
浮
上
す
る
。
二
〇
〇
三
～
二
〇
〇
五
年
に
男

性
向
け
の
成
人
コ
ミ
ッ
ク
雑
誌
⽝
コ
ミ
ッ
ク
メ
ガ
ス
ト
ア
⽞
に
掲
載
さ
れ
た
も

の
の
、⽝
少
女
セ
ク
ト
⽞
は
〈
百
合
〉
表
象
の
代
表
的
な
作
品
と
し
て
捉
え
ら
れ

た
12
。
読
者
層
の
違
い
に
伴
い
、⽛
エ
ロ
マ
ン
ガ
⽜
か
ら
〈
百
合
〉
マ
ン
ガ
に
移

行
す
る
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
横
断
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
横
断
の
再
評
価

は
、
女
性
同
士
の
性
表
現
に
対
す
る
許
容
範
囲
の
両
極
端
も
転
倒
す
る
。
そ
し

て
、⽛
百
合
⽜
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
定
着
す
る
ゼ
ロ
年
代
に
お
い
て
、⽝
少
女

セ
ク
ト
⽞
は
女
性
同
士
の
性
表
現
の
可
能
性
を
示
し
た
先
見
的
な
作
品
と
言
え

る
。こ

う
し
て
、
発
表
時
期
の
先
駆
性
、
異
な
る
読
者
層
の
交
差
、
ジ
ャ
ン
ル
の

横
断
と
い
っ
た
特
殊
性
か
ら
、⽛
エ
ロ
マ
ン
ガ
⽜
と
〈
百
合
〉
マ
ン
ガ
の
両
方
の

例
外
と
捉
え
ら
れ
る
玄
鉄
絢
⽝
少
女
セ
ク
ト
⽞
を
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ

る
。
そ
し
て
作
品
内
部
に
お
け
る
女
性
同
士
の
性
行
為
の
描
か
れ
方
に
焦
点
を

定
め
、⽝
少
女
セ
ク
ト
⽞
は
ど
の
よ
う
に
⽛
エ
ロ
マ
ン
ガ
⽜
の
紋
切
り
型
と
〈
B

L
〉
マ
ン
ガ
の
表
現
技
法
を
複
合
的
に
用
い
、
女
性
同
士
な
ら
で
は
の
ポ
ル
ノ

グ
ラ
フ
ィ
を
描
き
出
す
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

第
二
節

性
表
現
の
紋
切
り
型

⽝
少
女
セ
ク
ト
⽞13
は
女
子
校
と
女
子
寮
を
舞
台
に
し
、
性
行
為
を
繰
り
返
す

女
学
生
た
ち
の
人
間
関
係
を
描
く
⽛
エ
ロ
マ
ン
ガ
⽜
で
あ
る
。
親
族
を
含
め
て

男
性
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
排
除
さ
れ
る
性
別
隔
離
の
特
殊
空
間
に
合
わ
せ
、
校
外

の
世
界
や
人
間
関
係
は
殆
ど
描
か
れ
て
い
な
い
。
主
人
公
の
一
人
で
あ
る
藩
田

思
信
が
属
す
る
寮
は
、⽛
こ
こ
の
子
は
ね
、
み
ん
な
私
生
児
な
の
⽜、⽛
親
が
今
ど

こ
で
何
し
て
る
か
も
知
ら
な
い
わ
、
だ
か
ら
こ
の
寮
が
自
分
の
家
、
寮
生
が
本

当
の
家
族
よ
⽜（
一
巻
一
七
三
頁
）
と
い
う
セ
リ
フ
に
あ
る
よ
う
に
、
作
中
の
登

場
人
物
は
定
型
的
な
家
族
像
に
縛
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、⽛
少
女
⽜
た
ち
に
課
さ
れ
る
性
的
抑
圧
が
笑
い
要
素
と
し
て
用
い
ら
れ

る
。
桃
子
は
男
女
共
学
の
転
校
先
で
毎
日
男
子
学
生
か
ら
の
恋
文
を
迷
わ
ず
全

て
処
分
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
男
子
学
生
は
⽛
流
石
は
女
子
校
育
ち
だ
⽑
繊

細
な
男
心
を
全
然
わ
か
っ
て
ね
ぇ
⽑
⽜⽛
女
子
校
っ
て
も
っ
と
ウ
ブ
で
お
し
と

や
か
な
女
ば
っ
か
り
だ
と
思
っ
て
た
よ
俺
…
⽜（
二
巻
一
五
五
頁
）と
落
ち
込
む
。

純
真
無
垢
な
女
性
像
を
転
倒
し
、
少
女
た
ち
の
性
的
欲
望
に
関
し
て
男
性
を
徹

底
的
に
排
除
す
る
14
。

物
語
の
構
成
か
ら
見
れ
ば
、
一
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
各
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
そ

れ
ぞ
れ
独
自
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
。
も
う
一
人
の
主
人
公
の
高
校
二
年
生
の

内
藤
桃
子
は
風
紀
委
員
と
し
て
、
七
組
の
登
場
人
物
の
多
様
な
性
関
係
を
進
行

さ
せ
る
役
割
を
担
う
。
そ
の
裏
に
、
女
学
校
の
人
気
者
で
問
題
児
で
も
あ
る
藩

田
思
信
の
姿
が
現
れ
る
。
同
じ
二
年
生
の
思
信
は
ハ
ー
レ
ム
の
よ
う
に
寮
生
と

愛
情
を
共
有
し
て
い
る
が
、
桃
子
へ
の
恋
愛
感
情
を
告
白
す
る
。
二
巻
に
移
る

― 50 ―― 51 ―
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と
、
桃
子
と
思
信
が
中
心
に
な
っ
た
複
数
の
三
角
関
係
が
展
開
さ
れ
る
。
思
信

は
桃
子
と
学
級
担
任
と
の
恋
愛
関
係
に
嫉
妬
し
つ
つ
、
上
級
生
に
レ
イ
プ
さ
れ

る
。
そ
の
事
件
で
、
加
害
者
に
暴
力
を
振
る
っ
た
桃
子
が
転
校
さ
せ
ら
れ
、
思

信
の
退
寮
に
伴
っ
て
ハ
ー
レ
ム
は
解
散
す
る
。
そ
の
後
、
再
会
を
果
た
し
た
桃

子
と
思
信
は
継
続
的
な
恋
愛
関
係
を
築
き
、
モ
ノ
ガ
ミ
ー
に
と
ら
わ
れ
な
い
親

密
圏
で
共
同
生
活
を
送
る
。

物
語
内
容
を
分
類
す
る
と
、⽛
恋
愛
⽜、⽛
ハ
ー
レ
ム
⽜、⽛
レ
イ
プ
⽜
と
い
っ
た

三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
る
15
。⽛
恋
愛
⽜
も
の
が
六
篇
で
、⽛
ハ
ー
レ

ム
⽜
も
の
が
七
篇
で
あ
る
た
め
に
紙
幅
は
ほ
ぼ
同
様
に
見
え
る
。
し
か
し
、
連

続
性
の
な
い
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
す
る⽛
恋
愛
⽜も
の
に
対
し
て
、⽛
ハ
ー
レ
ム
⽜

も
の
で
は
、
主
人
公
と
無
関
係
の
九
話
を
除
い
て
他
の
六
篇
は
全
て
思
信
関
連

の
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、⽛
レ
イ
プ
⽜
表
象
は
主
人
公
の
人
間
関
係
に
決
定
的
な

影
響
を
与
え
、
性
的
同
意
の
有
無
を
め
ぐ
り
、
ハ
ー
レ
ム
表
象
の
権
力
関
係
と

対
照
的
に
描
か
れ
る
。
本
稿
は
権
力
関
係
の
非
対
称
性
に
着
目
し
、⽛
ハ
ー
レ

ム
⽜と⽛
レ
イ
プ
⽜の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
主
要
な
研
究
対
象
に
す
る
。
そ
し
て⽛
ハ
ー

レ
ム
⽜
を
性
的
同
意
の
あ
る
支
配
／
従
属
の
関
係
性
と
し
て
、⽛
レ
イ
プ
⽜
を
性

的
同
意
の
な
い
関
係
性
と
捉
え
る
。

第
二
節
第
一
項

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
マ
ン
ガ
表
現
技
法

⽛
レ
ズ
⽜
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
存
在
自
体
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
女
性
同

士
の
性
行
為
は
異
性
愛
男
性
の
性
的
消
費
物
で
あ
る
。
た
だ
し
、⽛
成
人
コ
ミ
ッ

ク
ジ
ャ
ン
ル
で
は
、
昔
か
ら
レ
ズ
も
の
が
敬
遠
さ
れ
て
き
た
歴
史
も
あ
る
。
女

性
同
士
の
セ
ッ
ク
ス
ゆ
え
に
、⽛
射
精
⽜
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
が
で
き
ず
、
オ
カ
ズ

作
品
と
し
て
男
性
読
者
に
不
向
き
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
⽜16
。
ま
た
、〈
百
合
〉

表
象
を
け
ん
引
し
た
⽝
マ
リ
ア
様
が
み
て
る
⽞
に
関
し
て
、⽛
シ
ス
タ
ー
・
フ
ッ

ド
を
描
い
た
作
品
を
楽
し
む
男
性
読
者
が
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
需
要
に
応
え
る
エ
ロ
漫
画
は
玄
鉄
絢
の
女
子
学
園
も
の
⽝
少
女
セ
ク
ト
⽞

な
ど
が
目
立
つ
も
の
の
ま
だ
ま
だ
エ
ッ
ジ
に
止
ま
っ
て
い
る
⽜17
。

他
方
、
共
通
点
を
見
れ
ば
、
男
女
の
性
行
為
を
描
く
男
性
向
け
の
⽛
エ
ロ
マ

ン
ガ
⽜
と
女
性
向
け
の
レ
デ
ィ
ー
ス
コ
ミ
ッ
ク
、
そ
し
て
男
性
同
士
の
性
描
写

を
テ
ー
マ
に
す
る
女
性
向
け
の
〈
B
L
〉
マ
ン
ガ
は
、
読
者
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、⽛
受
け
⽜
と
い
う
挿

入
さ
れ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
構
図
の
中
心
を
占
め
る
18
。
加
え
て
、⽛
第
三
者
的
視

点
か
ら
攻
め
と
受
け
が
な
す
性
行
為
を
眺
め
る
体
験
で
あ
る
⽜19
と
い
う
共
通

点
が
あ
る
20
。
こ
の
よ
う
に
、
ペ
ニ
ス
と
射
精
に
関
わ
る
運
動
表
現
の
欠
落
と

い
う
女
性
同
士
な
ら
で
は
の
身
体
的
特
徴
が
あ
る
も
の
の
、⽛
受
け
⽜
の
中
心
化

と
流
動
的
な
読
者
の
視
点
と
い
っ
た
マ
ン
ガ
表
現
の
共
通
点
は
、
異
性
愛
と
は

異
な
る
性
描
写
の
可
能
性
を
育
む
。

第
二
節
第
二
項

物
語
定
型
と
し
て
の
⽛
レ
イ
プ
⽜

物
語
内
容
の
共
通
点
を
言
え
ば
、⽛
レ
イ
プ
⽜
表
象
は
議
論
の
焦
点
で
あ
る
。

レ
デ
ィ
ー
ス
コ
ミ
ッ
ク
で
は
、
レ
イ
プ
要
素
を
採
用
し
て
い
な
い
と
は
言
え
な

い
が
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
主
体
性
と
読
者
の
安
心
感
を
重
視
し
て
い
る
21
。
そ

れ
に
対
し
て
、〈
B
L
〉
と
⽛
エ
ロ
マ
ン
ガ
⽜
に
描
か
れ
る
レ
イ
プ
表
象
は
紋
切

り
型
を
明
確
に
形
成
し
た
。

性
暴
力
の
責
任
を
被
害
者
に
押
し
付
け
て
消
費
す
る
⽛
レ
イ
プ
・
フ
ァ
ン
タ
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ジ
ー
⽜22
に
つ
い
て
、
被
害
者
が
⽛
セ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
心
身
が
劇
的
に
変
化
す

る
⽜23
展
開
と
、
加
害
者
が
⽛
強
制
力
行
使
に
よ
っ
て
支
配
・
所
有
す
る
／
さ
れ

る
⽜24
快
楽
が
⽛
エ
ロ
マ
ン
ガ
⽜
の
中
核
で
あ
る
。
他
方
、
溝
口
に
よ
れ
ば
、〈
B

L
〉
の
レ
イ
プ
表
象
は
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
⽛
愛

ゆ
え
の
レ
イ
プ
⽜25
と
名
付
け
ら
れ
、
主
人
公
の
二
人
の
間
で
生
じ
る
レ
イ
プ

で
、
性
暴
力
で
は
な
く
て
加
害
者
の
愛
情
を
被
害
者
に
伝
え
る
行
為
と
見
な
さ

れ
る
。
も
う
一
つ
は
⽛
魅
力
の
証
明
と
し
て
の
レ
イ
プ
⽜26
で
、
主
人
公
と
第
三

者
の
間
で
生
じ
る
レ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
で
は
、
主
人
公
の
性
的
な

魅
力
を
可
視
化
し
つ
つ
、⽛
女
役
⽜
の
性
役
割
を
与
え
る
機
能
が
働
く
。
こ
の
よ

う
に
、
受
け
の
客
体
化
を
娯
楽
と
し
て
楽
し
む
⽛
エ
ロ
マ
ン
ガ
⽜
と
異
な
り
、

〈
B
L
〉
の
レ
イ
プ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
は
異
性
愛
規
範
の
非
対
称
な
権
力
関
係
を

露
呈
す
る
と
同
時
に
、⽛
攻
め
／
受
け
⽜
の
形
式
を
通
し
て
再
強
化
し
て
し
ま
う

一
面
が
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
既
存
の
レ
イ
プ
表
象
の
紋
切
り
型
と
比
較
し
て
、

⽝
少
女
セ
ク
ト
⽞
は
ど
の
よ
う
に
女
が
女
を
レ
イ
プ
す
る
こ
と
を
描
く
の
だ
ろ

う
か
。

第
三
節

レ
イ
プ
表
現
定
型
の
転
倒

第
三
節
第
一
項
⽛
攻
め
の
被
害
者
⽜
の
創
出

⽝
少
女
セ
ク
ト
⽞
に
お
い
て
、
レ
イ
プ
を
描
く
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
四
話
、
五
話
、

一
二
話
が
あ
る
。
レ
イ
プ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
紋
切
り
型
の
採
用
に
基
づ
き
、

三
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
異
な
る
女
性
同
士
の
性
暴
力
を
見
せ
る
。
四
話
と
五
話

の
物
語
内
容
は
主
人
公
の
二
人
と
直
接
に
関
わ
っ
て
い
な
い
が
、
登
場
人
物
の

関
係
性
は
思
信
を
め
ぐ
る
親
密
圏
と
対
照
的
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

四
話
で
は
、
養
蓄
部
を
ハ
ー
レ
ム
と
し
て
多
数
の
下
級
生
を
支
配
す
る
三
年

生
の
鷲
見
雛
が
、
二
年
生
の
弓
梢
朋
衣
を
レ
イ
プ
し
て
支
配
す
る
。
転
校
の
初

日
に
、
朋
衣
は
雛
に
誘
わ
れ
部
活
を
見
学
す
る
。
人
気
の
な
い
部
室
で
は
朋
衣

は
雛
か
ら
の
キ
ス
を
積
極
的
に
受
け
る
が
、
キ
ス
以
上
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
拒

否
す
る
。
そ
し
て
朋
衣
は
雛
に
殴
ら
れ
、⽛
舐
め
ろ
っ
て
言
っ
た
の
よ
⽜、⽛
も
っ

と
奥
ま
で
舌
を
入
れ
る
の
⽜（
一
巻
九
四
頁
）
と
オ
ー
ラ
ル
セ
ッ
ク
ス
を
強
要
さ

れ
る
。
朋
衣
は
女
性
器
に
対
し
て
明
確
な
恐
怖
感
と
嫌
悪
感
を
見
せ
る
が
、

オ
ー
ガ
ズ
ム
に
達
し
た
雛
の
反
応
を
見
た
朋
衣
は
、
表
情
が
苦
痛
か
ら
困
惑
に

移
り
変
わ
る
。
そ
こ
か
ら
朋
衣
が
消
極
的
な
姿
勢
か
ら
一
変
、
雛
か
ら
の
命
令

を
無
視
し
、
積
極
的
に
雛
の
乳
房
や
膣
に
刺
激
を
与
え
る
。
そ
の
後
、
満
足
の

表
情
で
髪
の
毛
を
整
え
る
。
翌
日
、
制
服
の
ネ
ク
タ
イ
の
代
わ
り
に
首
輪
を
付

け
て
い
る
朋
衣
は
、⽛
犬
も
悪
く
な
い
か
な
ぁ
っ
て
思
っ
て
⽜（
図
一
）
と
桃
子

に
養
蓄
部
に
入
部
し
た
こ
と
を
伝
え
、
迎
え
に
来
た
雛
に
連
れ
て
行
か
れ
る
。

性
行
為
へ
の
態
度
は
途
中
で
転
倒
す
る
も
の
の
、
雛
が
挿
入
さ
れ
る
側
で
、

朋
衣
が
挿
入
す
る
側
で
あ
る
と
い
う
構
図
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
図
像
表
現
か

ら
見
れ
ば
、
受
け
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
担
う
雛
の
身
体
は
⽛
エ
ロ
マ
ン
ガ
⽜
の
紋

切
り
型
に
沿
っ
て
構
図
化
さ
れ
る
。
ま
た
、
物
語
内
容
で
は
、
被
害
者
の
朋
衣

の
セ
ッ
ク
ス
に
よ
る
心
身
の
変
化
は
明
瞭
で
あ
る
。
特
に
、
朋
衣
が
犬
の
ペ
ッ

ト
プ
レ
イ
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
結
末
は
、⽛
脅
迫
が
不
要
に
な

る
⽜27
と
い
う
⽛
エ
ロ
マ
ン
ガ
⽜
の
凌
辱
調
教
の
典
型
的
な
展
開
に
合
致
し
て
い

る
。従

来
の
パ
タ
ー
ン
に
沿
っ
た
図
像
表
現
と
物
語
展
開
に
反
し
て
、
キ
ャ
ラ
ク
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タ
ー
の
権
力
関
係
で
は
紋
切
り
型
に
ズ
レ
を
与
え

る
力
関
係
が
描
か
れ
て
い
る
。
朋
衣
と
雛
の
関
係

性
は
、⽛
挿
入
す
る
／
挿
入
さ
れ
る
⽜
と
⽛
攻
め
／

受
け
⽜
と
い
う
性
行
為
の
構
図
の
上
に
、⽛
被
害
／

加
害
⽜
と
⽛
服
従
／
支
配
⽜
と
い
う
ね
じ
れ
た
力

関
係
を
築
く
。
こ
の
よ
う
に
、
注
目
す
べ
き
な
の

は
、
膣
に
身
体
の
一
部
を
挿
入
す
る
朋
衣
は
性
暴

力
の
被
害
者
で
あ
る
。
挿
入
さ
れ
る
側
の
雛
は
加

害
者
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
男
性
器
が
欠
如
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
成
立
す
る
。⽛
攻
め
の
被
害
者
⽜
と

⽛
受
け
の
加
害
者
⽜
と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
、
挿
入

さ
れ
る
側
を
被
害
者
と
捉
え
る
既
存
の
認
識
と
異

性
愛
規
範
に
基
づ
く
連
続
性
に
疑
問
を
投
げ
か
け

る
。
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第
三
節
第
二
項
⽛
愛
ゆ
え
の
レ
イ
プ
⽜
定
型
の
転
倒

五
話
で
は
、⽛
エ
ロ
マ
ン
ガ
⽜
の
紋
切
り
型
に
合
わ
せ
、〈
B
L
〉
の
⽛
愛
ゆ

え
の
レ
イ
プ
⽜
が
採
用
さ
れ
る
。
舞
台
に
な
っ
た
桃
子
の
寄
宿
寮
の
中
で
は
、

桃
子
に
片
想
い
す
る
三
年
生
の
鳰
旦
蕗
は
同
じ
三
年
生
の
犬
吠
崎
雪
華
に
求
愛

さ
れ
て
い
る
。
旦
蕗
は
雪
華
に
寮
の
公
共
空
間
で
拘
束
さ
れ
、⽛
他
の
み
ん
な

に
聞
こ
え
る
わ
よ
⽜（
一
巻
一
一
五
頁
）
と
い
う
威
嚇
に
屈
服
し
、
性
的
刺
激
を

強
制
的
に
喚
起
さ
れ
る
。
旦
蕗
は
雪
華
を
桃
子
の
代
用
品
と
し
て
オ
ー
ガ
ズ
ム

に
達
す
る
が
、
加
害
者
の
雪
華
は
涙
と
モ
ノ
ロ
ー
グ
を
通
し
て
失
恋
の
悔
し
さ

を
見
せ
る
。

旦
蕗
と
雪
華
の
権
力
関
係
か
ら
見
れ
ば
、
加
害
者
は
挿
入
す
る
側
で
、
被
害

者
は
挿
入
さ
れ
る
側
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
規
範
的
な

ジ
ェ
ン
ダ
ー
秩
序
は
揺
ら
い
で
い
な
い
。
し
か
し
、
被
害
者
の
旦
蕗
は
朋
衣
と

異
な
り
、
性
行
為
以
降
も
劇
的
な
精
神
の
変
化
が
な
い
と
い
う
展
開
は
、⽛
エ
ロ

マ
ン
ガ
⽜
の
紋
切
り
型
と
〈
B
L
〉
定
型
と
に
ズ
レ
が
生
じ
る
。〈
B
L
〉
定
型

に
お
い
て
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
恋
愛
成
就
に
導
く
機
能
の
停
止
に
伴
い
、
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
描
写
に
不
可
視
化
さ
れ
る
レ
イ
プ
の
暴
力
性
が
露
呈
さ
れ

る
。⽛
エ
ロ
マ
ン
ガ
⽜
の
紋
切
り
型
と
比
較
す
れ
ば
、
被
害
者
の
旦
蕗
が
レ
イ
プ

さ
れ
て
も
、
桃
子
へ
の
恋
愛
感
情
の
顕
在
化
を
通
し
て
性
的
主
体
性
が
再
強
化

さ
れ
る
。
同
時
に
、
加
害
者
の
雪
華
は
対
人
関
係
の
承
認
欲
求
が
満
た
さ
れ
な

い
。⽛
エ
ロ
マ
ン
ガ
⽜
の
レ
イ
プ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
は
支
配
／
服
従
の
権
力
関
係

を
消
費
す
る
も
の
の
、
そ
の
中
核
に
は
他
者
と
の
関
係
性
の
希
求
が
潜
む
。
そ

の
意
味
で
、
失
恋
す
る
雪
華
の
結
末
は
、
従
来
の
レ
イ
プ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と

異
な
る
濃
密
な
感
情
を
提
供
す
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

第
三
節
第
三
項

性
役
割
と
権
力
関
係
の
不
連
続
性

一
二
話
は
主
人
公
の
思
信
の
性
被
害
を
描
く
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
学
園
の

人
気
者
で
あ
る
思
信
は
ハ
ー
レ
ム
を
持
っ
て
い
る
が
、
三
年
生
の
大
神
小
百
合

か
ら
の
求
愛
を
敬
遠
す
る
。
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
で
思
信
の
桃
子
へ
の
恋
愛
感
情

を
知
っ
た
大
神
は
、
桃
子
を
転
学
さ
せ
る
よ
う
に
計
画
す
る
。
そ
し
て
大
神
の

予
想
通
り
に
、
思
信
の
性
被
害
を
目
撃
し
た
桃
子
は
激
怒
し
て
暴
力
を
振
る
っ

て
し
ま
う
。
そ
の
結
果
、
桃
子
を
転
校
さ
せ
て
、
思
信
の
ハ
ー
レ
ム
は
退
寮
と

共
に
解
体
す
る
。

レ
イ
プ
表
象
の
描
か
れ
方
で
は
、
一
二
話
は
、
四
話
と
五
話
に
描
か
れ
て
い

る
女
性
同
士
の
性
暴
力
表
象
に
加
え
て
、〈
B
L
〉
の
⽛
魅
力
の
証
明
と
し
て
の

レ
イ
プ
⽜
と
い
う
紋
切
り
型
を
採
用
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
一
二
話
で
は
⽛
他
者
を
支
配
す
る
快
楽
⽜
と
い
う
⽛
エ
ロ
マ

ン
ガ
⽜
か
ら
の
特
徴
と
⽛
過
剰
な
愛
情
の
可
視
化
⽜
と
い
う
〈
B
L
〉
の
要
素

が
用
い
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
被
害
者
と
の
関
係
性
を
一
方
的
に
作
ろ
う
と
す
る

四
話
と
五
話
の
加
害
者
と
異
な
り
、
大
神
の
犯
行
動
機
は
主
に
思
信
の
対
人
関

係
と
親
密
圏
を
妨
害
し
、
思
信
と
の
恋
愛
関
係
を
希
求
し
て
い
な
い
。
そ
の
振

る
舞
い
は
恋
愛
成
就
の
妨
害
と
し
て
捉
え
ら
れ
、⽛
エ
ロ
マ
ン
ガ
⽜
の
⽛
鬼
畜
凌

辱
系
⽜
と
呼
ば
れ
る
作
品
群
の
破
壊
衝
動
に
近
似
す
る
28
。
救
済
の
な
い
鬼
畜

凌
辱
系
の
定
型
に
及
ば
な
い
が
、
性
行
為
に
関
わ
る
恐
怖
心
と
嫌
悪
感
を
消
費

物
と
し
て
描
写
す
る
点
は
類
似
す
る
。
ま
た
、
性
表
現
の
許
容
範
囲
が
比
較
的

緩
い
〈
B
L
〉
で
は
、
暴
力
描
写
を
商
品
と
し
て
特
化
す
る
作
品
群
は
二
〇
一

〇
年
代
で
形
成
さ
れ
た
29
。
そ
の
点
で
、
ゼ
ロ
年
代
前
半
に
女
性
同
士
の
性
表

現
で
対
人
関
係
を
求
め
て
い
な
い
暴
力
行
為
に
触
れ
る
⽝
少
女
セ
ク
ト
⽞
一
二
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話
は
先
鋭
性
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
思
信
と
大
神
と
の
性
行
為
は
⽛
攻
め
の
被
害
者
⽜
と
⽛
受
け
の
加
害

者
⽜
と
い
う
力
関
係
を
通
し
て
描
写
さ
れ
る
（
図
二
）。
風
紀
委
員
室
に
閉
じ
込

め
ら
れ
た
思
信
の
不
安
と
不
快
の
表
情
と
は
対
照
的
に
、
思
信
の
両
手
を
掴
ん

で
自
ら
の
乳
房
に
重
ね
る
大
神
は
笑
顔
を
見
せ
る
。
そ
し
て
大
神
は
思
信
の
左

手
の
指
を
自
ら
の
女
性
器
に
触
ら
せ
る
の
み
な
ら
ず
、⽛
あ
な
た
も
一
緒
に
気

持
ち
よ
く
な
ら
な
き
ゃ
…
⽜（
二
巻
一
一
七
頁
）
と
い
う
セ
リ
フ
に
合
わ
せ
て
思

信
に
オ
ナ
ニ
ー
を
強
要
す
る
。

し
か
し
、
望
ま
な
い
性
的
刺
激
に
泣
き
出
し
た
思
信
を
一
瞥
も
せ
ず
、
大
神

は
思
信
の
指
を
道
具
の
よ
う
に
扱
い
、
一
人
で
性
的
快
楽
を
楽
し
ん
で
い
る
。

⽛
も
っ
と
奥
に
…
⽜⽛
指
を
…
⽜⽛
全
然
痛
く
な
い
よ
…
⽜
と
い
う
片
言
の
セ
リ
フ

に
加
え
、
笑
い
声
と
喘
ぎ
声
が
混
在
す
る
⽛
あ
は
⽜⽛
は
ッ
⽜⽛
は
ぁ
ッ
⽜（
二
巻

一
一
八
～
一
一
九
頁
）
な
ど
の
音
声
表
記
が
写
植
か
ら
手
書
き
の
文
字
に
移
り

変
わ
る
表
現
を
通
じ
、
大
神
の
理
性
を
失
っ
て
い
る
精
神
状
態
が
示
さ
れ
て
い

る
。
数
多
く
の
効
果
線
と
共
に
配
置
さ
れ
る
⽛
わ
た
ッ
、
私
ッ
、
ィ
あ
ッ
、
あ

な
た
に
、
ひ
ッ
、
思
信
に
犯
さ
れ
て
⽜（
二
巻
一
一
九
頁
）
と
い
う
セ
リ
フ
は
、

大
神
の
一
人
完
結
の
性
的
快
楽
と
狂
気
を
通
し
て
、
女
性
同
士
の
性
被
害
を
四

話
と
五
話
よ
り
暴
力
的
に
描
き
出
す
。

一
二
話
の
大
神
、
思
信
、
桃
子
の
三
角
関
係
は
〈
B
L
〉
の
⽛
魅
力
の
証
明

と
し
て
の
レ
イ
プ
⽜
と
い
う
紋
切
り
型
を
構
成
す
る
条
件
を
満
た
す
。
思
信
の

性
的
魅
力
が
可
視
化
さ
れ
る
も
の
の
、⽛
攻
め
の
被
害
者
⽜と⽛
受
け
の
加
害
者
⽜

と
い
う
構
図
に
よ
り
、〈
B
L
〉
の
紋
切
り
型
の
⽛
受
け
に
女
役
の
地
位
を
与
え

る
機
能
⽜
が
成
立
し
な
い
。
攻
め
の
性
役
割
と
被
害
者
と
の
齟
齬
を
通
じ
て
、

〈
B
L
〉
に
お
け
る
⽛
加
害
＝
男
役
＝
攻
め
⽜
と
⽛
被
害
＝
女
役
＝
受
け
⽜
と
い

う
異
性
愛
規
範
の
二
項
対
立
と
の
差
異
を
露
呈
す
る
。

ま
た
、
四
話
と
五
話
の
被
害
者
と
加
害
者
の
間
で
は
性
役
割
分
担
が
変
わ
っ

て
い
な
い
が
、
被
害
者
の
態
度
が
消
極
か
ら
積
極
に
な
る
と
い
う
転
倒
的
な
展

開
が
描
か
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
二
話
で
は
始
終
消
極
な
態
度
を
示
し
て

い
る
思
信
は
、
加
害
者
の
大
神
に
性
役
割
を
⽛
受
け
⽜
か
ら
⽛
攻
め
⽜
に
強
要

さ
れ
る
。

大
神
は
⽛
そ
ん
な
に
私
に
触
ら
れ
る
の
が
嫌
？
⽜⽛
な
ら
代
わ
り
に
あ
な
た
が

触
っ
て
く
れ
る
？
⽜
と
言
い
出
す
（
二
巻
一
一
三
頁
）。
大
神
の
セ
リ
フ
に
よ
れ

ば
、
思
信
は
攻
め
と
受
け
の
両
方
務
め
る
こ
と
が
で
き
る
。〈
百
合
〉
表
象
の
特

徴
と
捉
え
ら
れ
る
攻
め
・
受
け
の
交
代
可
能
性
は
提
示
さ
れ
る
が
、
一
二
話
の

思
信
の
性
被
害
は
攻
め
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
思
信
は

ハ
ー
レ
ム
の
⽛
支
配
⽜
者
に
与
え
ら
れ
る
⽛
男
役
⽜
と
⽛
挿
入
す
る
側
⽜
の
性

役
割
と
性
的
実
践
の
遂
行
を
強
要
さ
れ
る
。

男
か
ら
の
身
体
的
欲
求
と
情
緒
的
支
援
を
担
わ
さ
れ
る
女
と
い
う
力
関
係
と

異
な
り
、
支
配
者
と
し
て
振
る
舞
っ
て
い
る
思
信
は
、
常
に
身
体
的
な
接
触
を

用
い
て
少
女
た
ち
の
情
緒
的
な
要
求
を
満
た
す
。
大
神
に
レ
イ
プ
さ
れ
た
直

後
、
桃
子
に
⽛
あ
な
た
程
の
人
が
な
ん
で
あ
ん
な
人
の
い
い
よ
う
に
さ
れ
て
る

ん
で
す
か
⽜
と
聞
か
れ
、
思
信
は
⽛
だ
っ
て
、
女
の
子
に
手
は
上
げ
ら
れ
な
い

よ
⽜
と
答
え
る
（
二
巻
一
二
六
頁
）。
異
性
愛
規
範
か
ら
逸
脱
す
る
思
信
の
主
体

性
は
、
女
性
同
士
の
大
神
に
利
用
さ
れ
て
し
ま
う
一
面
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
一
二
話
で
は
、
女
の
性
的
主
体
性
の
限
界
と
異
性
愛
規
範
に
基
づ

く
⽛
支
配
⽜、⽛
男
役
⽜、⽛
攻
め
⽜
の
連
続
性
が
浮
上
し
、〈
B
L
〉
の
紋
切
り
型
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で
特
化
さ
れ
た
⽛
暴
力
の
宛
先
に
さ
れ
る
女
役
・
受
け
⽜
と
い
う
機
能
が
働
か

な
い
。⽝
少
女
セ
ク
ト
⽞
に
お
け
る
女
性
同
士
の
レ
イ
プ
表
象
は
、
被
害
者
の
身

体
の
性
別
化
を
可
視
化
し
、
性
役
割
分
担
と
権
力
関
係
と
の
不
連
続
性
を
指
摘

し
て
い
る
。
そ
し
て
レ
イ
プ
表
象
の
紋
切
り
型
に
内
包
さ
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

性
役
割
、
性
的
実
践
の
首
尾
一
貫
性
に
ズ
レ
を
与
え
る
。

第
四
節
〈
百
合
〉
ハ
ー
レ
ム
の
形
成

第
四
節
第
一
項

恋
愛
関
係
の
多
様
化

レ
イ
プ
と
い
う
暴
力
的
な
性
表
現
に
対
し
て
、
性
的
同
意
の
あ
る
非
対
称
な

関
係
性
は
ど
の
よ
う
に
女
性
同
士
の
性
行
為
と
組
み
合
わ
せ
て
描
か
れ
る
の
だ

ろ
う
か
。
ハ
ー
レ
ム
表
象
に
つ
い
て
は
、
思
信
が
持
つ
ハ
ー
レ
ム
は
少
年
マ
ン

ガ
に
描
か
れ
る
ハ
ー
レ
ム
と
複
数
の
相
違
点
が
あ
る
。
例
え
ば
、
高
橋
留
美
子

の
⽝
う
る
星
や
つ
ら
⽞（
一
九
七
八
～
一
九
八
七
年
）
に
お
い
て
、
ヒ
ロ
イ
ン
の

ラ
ム
と
三
宅
し
の
ぶ
は
排
他
的
な
恋
愛
関
係
を
確
保
す
る
た
め
に
、
主
人
公
の

諸
星
あ
た
る
を
め
ぐ
っ
て
競
合
的
な
関
係
性
に
な
っ
て
し
ま
う
。
登
場
人
物
の

覇
権
的
な
モ
ノ
ガ
ミ
ー
の
親
密
性
へ
の
追
求
を
通
じ
て
、
異
性
愛
男
性
中
心
の

権
力
関
係
が
再
強
化
さ
れ
る
。

⽝
少
女
セ
ク
ト
⽞
の
中
の
ハ
ー
レ
ム
表
象
と
比
較
す
れ
ば
、
朋
衣
の
性
被
害
を

描
く
四
話
で
は
雛
は
複
数
の
下
級
生
を
支
配
し
て
競
争
さ
せ
、
養
蓄
部
の
部
活

と
い
う
形
式
を
通
じ
て
ハ
ー
レ
ム
を
持
つ
状
況
が
提
示
さ
れ
る
。
他
方
、⽛
今

か
ら
私
は
思
信
様
の
犬
で
す
⽜（
一
巻
四
一
頁
）
と
宣
言
す
る
燕
条
寺
真
弥
は
、

既
に
思
信
に
従
属
し
て
い
る
諏
訪
部
麒
麟
の
勧
誘
に
よ
り
、
思
信
の
ハ
ー
レ
ム

へ
の
編
入
を
決
め
る
。
真
弥
は
脅
迫
さ
れ
る
こ
と
な
く
正
気
を
保
っ
て
い
る
精

神
状
態
で
、
三
回
の
問
答
を
経
て
、
思
信
と
の
主
従
関
係
を
確
定
す
る
。

た
だ
し
、
雛
の
よ
う
な
⽛
い
た
い
け
な
下
級
生
を
次
か
ら
次
へ
と
毒
牙
に
か

け
る
養
蓄
部
部
長
⽜（
一
巻
一
〇
三
頁
）と
い
う
徹
底
的
な
悪
役
に
及
ば
な
い
が
、

思
信
の
真
弥
に
対
す
る
支
配
は
⽛
強
請
⽜
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
同
時
に
、
真

弥
は
⽛
ご
満
足
の
様
子
⽜
で
⽛
思
信
の
忠
実
な
犬
⽜（
一
巻
五
五
頁
）
と
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
暴
力
的
な
性
表
現
と
非
対
称
な
権
力
関
係
の
複
雑
さ
が

浮
き
彫
り
に
な
る
。
人
物
紹
介
文
に
よ
れ
ば
、
謝
罪
と
し
て
の
性
交
渉
の
強
要

や
主
従
関
係
の
契
約
の
み
な
ら
ず
、
思
信
が
事
前
に
真
弥
の
性
的
同
意
を
得
ら

れ
て
も
、
真
弥
が
認
識
不
足
の
状
態
で
身
体
へ
の
虐
待
や
グ
ル
ー
プ
セ
ッ
ク
ス

な
ど
を
行
う
の
は
、
暴
力
行
為
と
し
て
意
味
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
半
面
、
真
弥

と
思
信
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
キ
ス
シ
ー
ン
に
合
わ
せ
、
真
弥
の
献
身
的
な
愛

情
は
繊
細
に
描
き
出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
思
信
と
真
弥
の
関
係
性
で
は
、

暴
力
的
な
性
表
現
と
少
女
の
儚
い
恋
愛
感
情
が
織
り
な
さ
れ
て
い
る
。

主
従
関
係
に
な
っ
て
も
、
思
信
は
真
弥
の
恋
愛
感
情
の
欲
求
に
丁
寧
に
対
応

し
よ
う
と
す
る
。
こ
う
し
て
、
思
信
、
真
弥
、
桃
子
の
三
角
関
係
は
覇
権
的
な

モ
ノ
ガ
ミ
ー
の
形
式
と
異
な
る
恋
愛
関
係
を
示
し
て
い
る
。
思
信
の
桃
子
へ
の

恋
愛
感
情
に
嫉
妬
し
て
し
ま
う
真
弥
に
対
し
て
、
思
信
は
⽛
私
が
ま
ー
や
達
に

気
を
払
え
な
か
っ
た
か
ら
⽜、⽛
ご
め
ん
ね
、
自
分
の
事
ば
っ
か
り
で
…
で
も
お

願
い
…
も
う
ち
ょ
っ
と
だ
け
頑
張
ら
せ
て
⽜
と
謝
る
（
二
巻
六
三
頁
）。
思
信
は

⽛
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
私
の
そ
ば
を
離
れ
な
い
で
い
て
⽜
と
要
求
す
る
が
、
真
弥

は
す
ぐ
受
け
入
れ
な
い
。
代
わ
り
に
⽛
で
も
私
…
彼
女
に
ま
た
ヤ
キ
モ
チ
焼
く

か
も
知
れ
ま
せ
ん
よ
⽜
と
誠
実
に
思
信
へ
の
独
占
欲
を
打
ち
明
け
る
。⽛
そ
の
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時
は
ま
た
一
緒
に
反
省
し
よ
う
よ
⽜
と
思
信
が
提
案
し
、
二
人
は
討
議
を
経
て

そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
性
を
調
整
し
再
確
認
す
る
（
二
巻
七
六
頁
）。

二
人
の
間
で
の
流
動
的
な
権
力
関
係
は
性
表
現
を
通
し
て
可
視
化
す
る
。

⽛
触
っ
て
も
い
い
で
す
か
⽜
と
確
認
す
る
真
弥
に
対
し
て
、⽛
ど
こ
で
も
好
き
な

だ
け
ど
う
ぞ
⽜
と
い
う
許
可
を
得
て
思
信
の
膣
に
指
を
挿
入
す
る
（
二
巻
六
九

頁
）。
受
け
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
真
弥
が
も
た
ら
す
性
的
刺
激
と
安
心
感
を
楽
し

ん
で
い
る
思
信
は
、
真
弥
に
自
分
の
顔
の
上
に
座
る
よ
う
に
と
指
示
し
、
い
わ

ゆ
る
顔
面
騎
乗
と
い
う
性
交
体
位
を
要
求
す
る
。
座
ら
れ
る
側
が
呼
吸
な
ど
の

行
動
を
拘
束
さ
れ
る
顔
面
騎
乗
で
は
、
支
配
者
が
従
属
者
の
顔
の
上
に
座
る
パ

タ
ー
ン
が
多
い
。
そ
の
権
力
関
係
の
反
転
に
気
付
き
、
真
弥
は
動
揺
と
躊
躇
を

見
せ
る
。
そ
こ
で
、
思
信
は
再
び
支
配
者
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

し
、⽛
私
の
言
う
事
が
聞
け
な
い
の
？
⽜（
二
巻
七
一
頁
）
と
真
弥
に
甘
え
る
。

こ
う
し
て
、
二
人
は
優
位
に
い
る
従
属
者
と
劣
位
に
い
る
支
配
者
と
い
う
姿
勢

で
セ
ッ
ク
ス
を
行
う
。

第
四
節
第
二
項

権
力
関
係
の
転
覆

思
信
の
ハ
ー
レ
ム
の
も
う
一
人
の
メ
ン
バ
ー
、諏
訪
部
麒
麟
の
物
語
に
移
る
。

真
弥
と
異
な
り
、
麒
麟
と
思
信
の
主
従
関
係
の
土
台
は
恋
愛
感
情
で
は
な
い
。

思
信
が
桃
子
に
拒
否
さ
れ
た
夜
に
、
麒
麟
は
吉
岡
柴
と
い
う
同
じ
寮
の
後
輩
に

求
愛
さ
れ
る
。
柴
の
恋
愛
感
情
を
認
識
し
た
麒
麟
は
、思
信
と
の
親
密
性
を⽛
思

信
様
に
服
従
し
て
い
る
私
が
好
き
な
の
⽜、⽛
思
信
様
が
い
な
い
と
、
私
、
た
だ

れ
た
生
活
し
か
出
来
な
い
か
ら
⽜（
一
巻
一
六
三
頁
）
と
説
明
す
る
。
麒
麟
と
思

信
と
の
依
存
関
係
を
知
っ
て
も
、
柴
は
麒
麟
と
の
性
交
渉
を
執
拗
に
求
め
る
。

柴
の
積
極
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
き
、
麒
麟
は
柴
を
自
ら
の
従
属
者
と
し
て
思

信
の
ハ
ー
レ
ム
に
編
入
さ
せ
る
。

麒
麟
と
柴
の
親
密
性
は
思
信
と
真
弥
の
模
倣
で
あ
る
。
た
だ
し
真
弥
の
性
生

活
に
執
着
心
を
持
た
な
い
思
信
と
異
な
り
、
麒
麟
は
柴
へ
の
独
占
欲
を
明
確
に

示
し
て
い
る
。
柴
と
の
グ
ル
ー
プ
セ
ッ
ク
ス
に
興
味
を
示
し
て
い
る
真
弥
に
対

し
て
、
麒
麟
は
⽛
思
信
様
ひ
と
す
じ
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
⽜⽛
柴
に
は
手
を

出
さ
な
い
で
頂
戴
⽜（
一
巻
一
八
〇
頁
）
と
不
満
を
言
う
。
そ
こ
で
、
真
弥
は
麒

麟
を
拘
束
し
て
受
け
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
さ
せ
、⽛
本
当
は
き
ー
ち
ゃ
ん
背
中
攻

め
ら
れ
る
の
大
好
き
な
の
⽜
と
言
い
な
が
ら
、
柴
を
攻
め
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
さ

せ
る
（
一
巻
一
八
二
頁
）。
す
る
と
、
柴
の
丁
寧
な
キ
ス
を
通
じ
て
背
中
か
ら
の

性
的
刺
激
を
得
た
麒
麟
は
真
弥
の
腕
の
中
で
脱
力
す
る
（
図
三
）。
こ
の
女
性

器
に
関
わ
ら
な
い
性
表
現
で
は
、
麒
麟
と
柴
の
権
力
関
係
は
性
役
割
の
交
代
に

よ
っ
て
転
倒
す
る
。
さ
ら
に
真
弥
の
主
導
に
よ
り
、
三
人
の
グ
ル
ー
プ
セ
ッ
ク

ス
は
麒
麟
の
受
け
を
中
心
に
展
開
す
る
。

こ
こ
で
は
麒
麟
受
け
の
グ
ル
ー
プ
セ
ッ
ク
ス
を
二
話
の
真
弥
受
け
の
グ
ル
ー

プ
セ
ッ
ク
ス
と
並
べ
、
性
表
現
を
通
し
て
表
出
さ
れ
る
権
力
関
係
を
比
較
し
た

い
。
二
話
の
グ
ル
ー
プ
セ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
、支
配
者
の
思
信
は
攻
め
を
担
い
、

従
属
者
の
麒
麟
は
従
属
者
の
真
弥
を
拘
束
し
、
思
信
の
指
示
通
り
に
真
弥
の
身

体
に
性
的
刺
激
を
与
え
る
。
オ
ー
ガ
ズ
ム
に
達
し
た
真
弥
を
見
て
、⽛
考
え
て

み
た
ら
新
入
り
が
一
人
で
気
持
ち
良
く
な
っ
て
る
の
は
生
意
気
ね
⽜（
一
巻
四

八
頁
）
と
言
い
出
す
思
信
は
、
麒
麟
の
乳
房
に
性
的
刺
激
を
与
え
る
よ
う
に
真

弥
に
命
令
す
る
。
従
っ
て
、
最
も
受
動
的
な
立
場
に
い
る
真
弥
は
、
専
ら
受
け

を
担
う
の
で
は
な
く
、
攻
め
と
受
け
の
両
方
を
行
う
。
ま
た
、
思
信
の
セ
リ
フ
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に
よ
れ
ば
、
女
性
同
士
の
性
行
為
に
お

い
て
は
、
受
け
と
い
う
性
役
割
は
劣
位

で
は
な
く
、
性
的
刺
激
を
最
も
楽
し
め

る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
の
点
で
も
⽝
少
女
セ
ク
ト
⽞

の
性
描
写
は
異
性
愛
規
範
に
よ
る
⽛
受

け
、
女
役
、
劣
位
⽜
の
連
続
性
と
の
距

離
を
見
せ
る
。

二
話
を
踏
ま
え
、
一
巻
の
お
ま
け
は

さ
ら
に
柴
の
編
入
に
よ
っ
て
ハ
ー
レ
ム

の
権
力
関
係
が
転
倒
さ
れ
る
。
支
配
者

の
思
信
が
不
在
で
、
柴
は
最
も
従
属
的

な
立
場
で
性
交
渉
に
参
加
し
、
二
話
の

真
弥
の
よ
う
に
攻
め
と
受
け
を
同
時
に

担
う
。
真
弥
は
麒
麟
の
行
動
を
拘
束
し

て
柴
に
指
示
を
出
す
が
、
麒
麟
と
の
親

密
性
は
対
等
な
協
力
関
係
で
あ
る
。
麒

麟
は
真
弥
の
思
信
へ
の
恋
愛
感
情
を
理

解
し
、
真
弥
は
麒
麟
の
柴
へ
の
独
占
欲

に
配
慮
す
る
。
こ
う
し
て
、
真
弥
は
三

人
の
間
の
性
交
渉
を
主
導
す
る
が
、
そ

れ
は
擬
似
的
な
支
配
者
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

で
は
な
く
、
麒
麟
と
柴
の
転
覆
的
な
性
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的
実
践
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
行
動
で
あ
る
。
頭
を
真
弥
の
股
間
に
置
く
麒

麟
、
麒
麟
の
女
性
器
を
オ
ー
ラ
ル
セ
ッ
ク
ス
す
る
柴
、
柴
の
女
性
器
を
舐
め
る

真
弥
、
三
人
の
性
交
体
勢
が
三
角
形
を
形
成
す
る
。
そ
の
錯
綜
的
な
絡
み
の
中

で
、麒
麟
は
真
弥
の
顔
と
柴
の
女
性
器
を
見
上
げ
、微
笑
み
で⽛
な
ん
か
ち
ょ
っ

と
し
あ
わ
せ
⽜（
一
巻
一
八
五
頁
）
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
真
弥
と
麒
麟
の
性

役
割
の
交
換
と
、
支
配
者
の
思
信
と
二
重
の
従
属
者
の
柴
の
交
代
に
よ
っ
て
、

性
役
割
と
権
力
関
係
の
流
動
性
、
そ
し
て
両
者
の
不
連
続
性
が
ハ
ー
レ
ム
の
グ

ル
ー
プ
セ
ッ
ク
ス
を
通
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
密
か
に
嫉
妬
し
た
真
弥
と
異
な
り
、
麒
麟
は
思
信
を
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
中
に
閉
じ
込
め
、
単
刀
直
入
に
⽛
内
藤
さ
ん
に
会
う
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
私
を

迎
え
に
来
て
ん
で
し
ょ
⽜、⽛
私
に
気
を
使
っ
て
？
⽜（
二
巻
八
九
頁
）
と
詰
問
す

る
。⽛
そ
れ
で
も
私
の
事
が
好
き
？
⽑
⽜
と
泣
き
出
し
た
思
信
に
、
麒
麟
は
⽛
好

き
と
か
嫌
い
と
か
じ
ゃ
な
い
。
思
信
は
誰
に
も
渡
さ
な
い
。⽜（
図
四
）
と
答
え
、

恋
愛
感
情
と
異
な
る
執
着
心
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
定
型
か
ら
は
み
出
る
対
人

関
係
の
欲
求
に
、
思
信
は
⽛
私
に
ど
う
し
ろ
っ
て
言
う
の
…
？
⽑
⽜
と
動
揺
を

見
せ
る
。

そ
こ
で
、
麒
麟
は
理
想
と
す
る
権
力
関
係
を
打
ち
明
け
る
。⽛
私
は
ね
…
…

思
信
の
召
し
使
い
に
な
り
た
い
の
。
そ
し
た
ら
思
信
は
私
に
傅
か
れ
て
お
姫
様

み
た
い
に
暮
ら
す
の
。
着
替
え
も
お
風
呂
も
み
ー
ん
な
私
が
や
っ
て
あ
げ
る
。

そ
れ
で
毎
晩
、
裸
で
私
を
抱
い
て
寝
る
の
…
⽑
⽛
今
日
は
お
口
で
し
て
さ
し
あ

げ
ま
す
…
し
・
の
・
ぶ
・
さ
・
ま
♥
⽜⽜（
二
巻
九
九
頁
）
と
い
う
長
文
の
告
白

が
、
思
信
が
オ
ー
ガ
ズ
ム
に
達
す
る
シ
ー
ン
に
配
置
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
麒
麟

は
従
属
者
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
貫
徹
す
る
も
の
の
、
支
配
者
の
思
信
の
能
動
性
を

日
常
生
活
か
ら
性
行
為
ま
で
奪
う
こ
と
を
希
求
す
る
。
思
信
は
そ
の
要
求
を
受

け
入
れ
、
能
動
性
を
積
極
的
に
放
棄
し
、
そ
し
て
支
配
者
と
し
て
の
主
体
性
が

回
復
す
る
。

麒
麟
の
恋
愛
と
は
異
な
る
対
人
関
係
の
欲
求
は
、
ア
ナ
ル
セ
ッ
ク
ス
を
通
し

て
特
殊
化
さ
れ
る
。⽛
何
で
お
し
り
な
の
⽜
と
困
惑
し
て
質
問
す
る
思
信
に
対

し
て
、
麒
麟
は
膣
へ
の
挿
入
を
⽛
思
信
の
好
き
な
人
の
た
め
に
と
っ
と
い
て
あ

げ
る
⽜
と
答
え
る
（
二
巻
九
八
頁
）。
そ
の
意
味
付
け
は
男
女
の
膣
性
交
に
縛
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、⽛
内
藤
さ
ん
と
の
事
は
絶
対
ジ
ャ
マ
し
な
い
よ
⽜

（
二
巻
一
〇
〇
頁
）
と
い
う
セ
リ
フ
も
あ
る
。
両
者
を
合
わ
せ
て
読
め
ば
、
麒
麟

は
思
信
の
恋
愛
感
情
も
尊
重
し
て
共
存
し
よ
う
と
す
る
。

第
四
節
第
三
項

ハ
ー
ム
レ
と
い
う
親
密
圏

性
被
害
の
事
件
で
、
思
信
は
寄
宿
寮
を
出
て
、
女
学
校
の
ハ
ー
レ
ム
は
解
体

す
る
。
麒
麟
は
従
属
者
の
証
で
あ
る
私
服
を
脱
い
で
制
服
に
着
替
え
、
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
客
観
的
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
移
行
し
、
思
信
の
こ
と
を
見
守
る
。

桃
子
と
思
信
は
一
三
話
で
再
会
を
果
た
し
て
恋
人
関
係
を
築
く
。
そ
し
て
二
巻

の
お
ま
け
で
大
人
に
な
っ
た
桃
子
、思
信
と
真
弥
は
ハ
ー
レ
ム
を
再
構
築
す
る
。

麒
麟
と
交
代
し
て
ハ
ー
レ
ム
に
編
成
さ
れ
た
桃
子
は
、
思
信
に
も
真
弥
に
も

対
等
な
関
係
性
を
持
ち
、
排
他
的
な
独
占
欲
も
薄
く
な
る
（
図
五
）。
一
三
話
の

再
会
で
、
思
信
か
ら
の
⽛
私
と
ま
ー
や
で
一
晩
中
可
愛
が
っ
て
あ
げ
る
か
ら
⽜

と
い
う
グ
ル
ー
プ
セ
ッ
ク
ス
の
誘
い
を
、
桃
子
は
⽛
私
は
思
信
が
い
い
の
⽑
⽜

と
断
る
（
二
巻
一
四
九
頁
）。
し
か
し
、
成
人
に
な
っ
た
共
同
生
活
で
は
、
桃
子

は
真
弥
と
二
人
き
り
で
性
交
渉
を
し
、⽛
事
と
次
第
に
よ
っ
て
は
真
弥
ち
ゃ
ん
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と
駆
け
落
ち
し
て
や
る
ん
だ
か
ら
⽑
⽜（
二
巻
一
九

三
頁
）
と
思
信
へ
の
不
満
を
発
散
す
る
。
同
僚
か
ら

の
猛
烈
な
求
愛
を
受
け
て
救
援
を
呼
ぶ
思
信
に
、

⽛
ち
ゃ
ん
と
家
に
帰
っ
て
来
て
く
れ
れ
ば
⽜（
二
巻
一

九
九
頁
）
と
答
え
る
。

モ
ノ
ガ
ミ
ー
で
は
な
い
恋
愛
関
係
を
土
台
に
し
、

桃
子
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
こ
れ
ま
で
一
致
し
て
き
た
日

常
生
活
と
性
的
実
践
に
ズ
レ
を
も
た
ら
し
、
権
力
関

係
と
性
役
割
の
不
連
続
性
を
浮
き
彫
り
を
す
る
。
桃

子
の
人
物
像
を
振
り
返
れ
ば
、
担
任
教
員
と
の
恋
愛

関
係
を
描
く
八
話
で
は
、
桃
子
は
隼
砥
先
生
に
⽛
桃

子
は
し
っ
か
り
も
の
だ
か
ら
さ
⽜
と
褒
め
ら
れ
る
一

方
、⽛
桃
子
が
い
つ
も
私
の
事
、
子
供
扱
い
す
る
ん
だ

も
ん
⽜、⽛
私
の
方
が
年
上
だ
し
、
背
も
高
い
し
、
車

だ
っ
て
持
っ
て
る
ん
だ
よ
⽜
と
言
わ
れ
る
（
二
巻
一

四
～
一
五
頁
）。
そ
こ
で
桃
子
は
⽛
ど
う
や
っ
て
甘

え
て
い
い
か
、
わ
か
ら
な
い
⽜（
二
巻
一
六
頁
）
と
打

ち
明
け
、
隼
砥
先
生
を
性
交
渉
を
誘
う
。
こ
の
よ
う

に
、
教
員
／
生
徒
の
権
力
関
係
に
お
い
て
も
、
桃
子

は
能
動
性
を
示
し
な
が
ら
受
け
の
性
役
割
を
積
極
的

に
担
う
。

思
信
と
の
恋
愛
関
係
が
定
着
す
る
一
三
話
で
は
、

相
互
に
オ
ー
ラ
ル
セ
ッ
ク
ス
を
す
る
二
人
は
攻
め
と
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受
け
の
役
割
を
同
時
に
担
っ
て
い
る
が
、
性
行
為
に
慣
れ
て
い
る
思
信
が
主
導

す
る
側
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
二
巻
の
お
ま
け
で
は
、
休
日
出
勤

の
思
信
を
玄
関
ま
で
見
送
る
桃
子
は
男
女
の
性
役
割
を
な
ぞ
る
よ
う
に
見
え
る

が
、
直
ち
に
真
弥
か
ら
の
性
行
為
を
受
け
、
攻
め
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
果
た
す
。

つ
ま
り
、
桃
子
は
日
常
生
活
で
常
に
能
動
的
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
い
る
が
、
性
的

実
践
で
は
攻
め
と
受
け
の
性
役
割
を
流
動
的
に
担
う
。
桃
子
が
も
た
ら
す
権
力

関
係
と
性
役
割
の
非
連
続
性
に
よ
っ
て
、
思
信
は
愛
さ
れ
る
男
役
と
支
配
者
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
大
神
の
事
件
で
男
役
を
強
要
さ
れ
た
思
信

は
、
会
社
の
同
僚
に
襲
わ
れ
て
も
明
確
に
拒
絶
し
、
身
体
の
自
己
決
定
権
を
意

識
し
は
じ
め
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

第
五
節

お
わ
り
に

本
稿
は
玄
鉄
絢
⽝
少
女
セ
ク
ト
⽞
を
研
究
対
象
と
し
て
、
ゼ
ロ
年
代
に
お
け

る
レ
ズ
ビ
ア
ン
・
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
再
編
成
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。⽛
レ

ズ
⽜
と
い
う
異
性
愛
男
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
す
る
ポ
ル
ノ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
対
し
て
、
少
女
小
説
と
〈
百
合
〉
表
象
に
お
け
る
性
規
範
の
要
請
、
少

女
マ
ン
ガ
に
お
け
る
レ
ズ
ビ
ア
ン
表
象
の
少
な
さ
、⽛
エ
ロ
マ
ン
ガ
⽜
に
お
け
る

女
性
同
士
の
性
表
現
の
困
難
さ
、
と
い
っ
た
制
限
が
あ
る
。
性
表
現
の
絶
頂
を

保
証
す
る
ペ
ニ
ス
の
射
精
が
描
か
れ
な
い
一
方
、
読
者
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
問
わ

ず
に
マ
ン
ガ
の
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
共
通
点
と
捉
え
ら
れ
る⽛
受
け
の
中
心
化
⽜

と
⽛
流
動
的
な
視
点
⽜
が
女
性
同
士
の
性
表
現
を
支
え
て
い
る
。
マ
ン
ガ
の
図

像
表
現
を
踏
ま
え
、⽝
少
女
セ
ク
ト
⽞
で
は
意
欲
的
に
他
ジ
ャ
ン
ル
の
物
語
内
容

の
紋
切
り
型
、
特
に
⽛
レ
イ
プ
⽜
と
⽛
ハ
ー
レ
ム
⽜
の
要
素
が
複
合
的
に
用
い

ら
れ
た
。

暴
力
的
な
性
表
現
を
通
し
て
他
者
へ
の
支
配
を
楽
し
む
⽛
エ
ロ
マ
ン
ガ
⽜
の

⽛
レ
イ
プ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
⽜
に
対
し
て
、⽝
少
女
セ
ク
ト
⽞
は
女
性
同
士
な
ら

で
は
の
⽛
攻
め
の
被
害
者
⽜
と
⽛
受
け
の
加
害
者
⽜
を
創
出
す
る
。
そ
し
て
効

果
線
と
い
う
マ
ン
ガ
表
現
記
号
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
静
的
に
描
か
れ
て
き
た

女
性
同
士
の
性
交
渉
は
過
激
で
動
的
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。〈
B
L
〉
マ
ン
ガ

か
ら
の
⽛
愛
ゆ
え
の
レ
イ
プ
⽜
と
⽛
魅
力
の
証
明
と
し
て
の
レ
イ
プ
⽜
と
い
っ

た
紋
切
り
型
に
対
し
て
、
加
害
者
の
失
恋
に
よ
り
、
恋
愛
感
情
に
よ
っ
て
隠
蔽

さ
れ
た
暴
力
性
が
露
呈
さ
れ
る
。
ま
た
、⽛
攻
め
の
被
害
者
⽜
と
⽛
受
け
の
加
害

者
⽜
と
の
組
み
合
わ
せ
を
通
じ
て
、
性
暴
力
を
受
け
た
被
害
者
に
女
役
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
与
え
る
機
能
が
停
止
さ
れ
る
。
従
っ
て
〈
B
L
〉
の
紋
切
り
型
に
内

包
さ
れ
る
性
役
割
分
担
と
暴
力
の
宛
先
と
の
連
続
性
が
浮
か
び
上
が
る
。

レ
イ
プ
表
象
に
対
し
て
、
ハ
ー
レ
ム
表
象
は
性
的
同
意
の
あ
る
非
対
称
な
権

力
関
係
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
主
人
公
の
思
信
を
め
ぐ
り
、
献
身
的
な
恋
愛

感
情
を
持
つ
真
弥
と
、
恋
愛
で
は
な
い
依
存
関
係
を
求
め
る
麒
麟
が
主
要
な
登

場
人
物
と
し
て
ハ
ー
レ
ム
の
中
核
を
形
成
す
る
。
そ
し
て
真
弥
は
思
信
へ
の
愛

情
は
揺
ら
い
で
い
な
い
も
の
の
、
グ
ル
ー
プ
セ
ッ
ク
ス
に
積
極
的
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
麒
麟
は
従
属
者
の
自
分
が
支
配
者
の
思
信
の
能
動
性
を
奪
う

と
い
う
親
密
性
を
要
求
す
る
。
こ
う
し
て
、
恋
愛
と
性
行
為
に
不
連
続
性
を
与

え
、
支
配
／
従
属
の
権
力
関
係
を
転
倒
的
に
描
き
出
し
た
。
さ
ら
に
、
も
う
一

人
の
主
人
公
で
あ
る
桃
子
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
日
常
生
活
と
性
生
活
が
分

離
さ
れ
、
性
役
割
と
権
力
関
係
の
不
連
続
性
も
表
出
さ
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、⽝
少
女
セ
ク
ト
⽞
は
性
的
消
費
物
と
さ
れ
る
従
来
の
レ
ズ
ビ
ア

ン
像
を
横
領
し
、
異
性
愛
規
範
に
縛
ら
れ
な
い
親
密
圏
と
性
的
実
践
を
レ
ズ
ビ

ア
ン
の
性
愛
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
し
て
描
い
た
。
女
学
校
と
寄
宿
寮
と
い
う
特
殊

空
間
に
お
け
る
少
女
た
ち
の
多
感
な
悩
み
と
い
う
特
徴
を
取
り
組
み
つ
つ
、
結

末
で
は
主
人
公
の
同
性
愛
関
係
を
一
時
期
の
性
的
逸
脱
に
収
斂
さ
せ
な
い
。
こ

の
異
性
愛
規
範
に
抵
抗
し
よ
う
と
す
る
想
像
力
は
、⽝
少
女
セ
ク
ト
⽞
が
⽛
エ
ロ

マ
ン
ガ
⽜
の
例
外
と
し
て
評
価
さ
れ
た
原
因
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
レ
イ
プ
表
象

と
ハ
ー
レ
ム
表
象
の
先
鋭
性
に
反
し
て
恋
愛
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
男
女
の
性
役
割

分
担
を
な
ぞ
る
一
面
が
あ
る
。
モ
ノ
ガ
ミ
ー
の
恋
愛
関
係
に
お
け
る
撹
乱
的
な

身
体
行
為
や
性
的
同
意
の
あ
る
暴
力
的
な
性
描
写
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
専
門

誌
⽝
百
合
姉
妹
⽞
と
⽝
コ
ミ
ッ
ク
百
合
姫
⽞
に
託
し
て
今
後
の
課
題
と
す
る
。

（
く
お

る
ー
め
い
・
映
像
・
現
代
文
化
論
研
究
室
）

注1

稀
見
理
都
（
協
力
＝
ア
オ
ヤ
ギ
ミ
ホ
コ
）⽛
百
合
・
レ
ズ
エ
ロ
漫
画
百
合
と
は
違

う
女
性
同
士
の
も
う
一
つ
の
性
愛
コ
ミ
ッ
ク
⽜
安
田
理
央
、
稀
見
理
都
編
⽝
ア
ダ

ル
ト
メ
デ
ィ
ア
年
鑑
二
〇
二
四
⽞（
イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス
、
二
〇
二
三
年
一
二
月
）

六
二
～
六
三
頁
。

2

郭
如
梅
⽛
少
女
マ
ン
ガ
に
お
け
る
レ
ズ
ビ
ア
ン
表
象
の
再
編
成
⽜⽝
日
本
近
代
文
学

会
北
海
道
支
部
会
報
⽞
二
八
号
（
二
〇
二
五
年
五
月
三
一
日
）
四
二
～
五
六
頁
。

3

久
米
依
子
⽝⽛
少
女
小
説
⽜
の
生
成
⽞（
青
弓
社
、
二
〇
一
三
年
六
月
）
二
一
一
頁
。

赤
枝
香
奈
子
⽛
お
め
と
エ
ス
⽜
井
上
章
一
ほ
か
編
⽝
性
の
用
語
集
⽞（
講
談
社
、
二

〇
〇
四
年
十
二
月
）
二
六
七
～
二
七
四
頁
。
赤
枝
香
奈
子
⽛
百
合
⽜
井
上
章
一
ほ

か
編
⽝
性
的
な
こ
と
ば
⽞（
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
一
〇
年
一
月
）
二
七
七
～
二

八
六
頁
を
参
照
。

4

郭
如
梅
⽛
ゼ
ロ
年
代
〈
百
合
〉
表
象
論
⽜⽝
層
⽞
一
七
号
（
二
〇
二
五
年
三
月
）
一

二
五
～
一
四
三
頁
。

5

藤
本
由
香
里
⽝
私
の
居
場
所
は
ど
こ
に
あ
る
の
？
⽞（
朝
日
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
六

月
）
二
七
一
頁
。

6

郭
如
梅
⽛
ゼ
ロ
年
代
〈
百
合
〉
表
象
論
⽜⽝
層
⽞
一
七
号
（
二
〇
二
五
年
三
月
）
一

二
五
～
一
四
三
頁
。
郭
如
梅
⽛
少
女
マ
ン
ガ
に
お
け
る
レ
ズ
ビ
ア
ン
表
象
の
再

編
成
⽜⽝
日
本
近
代
文
学
会
北
海
道
支
部
会
報
⽞
二
八
号
（
二
〇
二
五
年
五
月
三
一

日
）
四
二
～
五
六
頁
。

7

溝
口
彰
子
⽛
同
じ
物
語
な
の
に
な
ぜ
レ
ズ
ビ
ア
ン
が
疎
外
感
を
味
わ
う
の
か
⽜⽝
ユ

リ
イ
カ
⽞
二
〇
一
四
年
一
二
月
号
（
青
土
社
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
）
一
二
四
～

一
三
二
頁
。
溝
口
彰
子
⽛
国
際
マ
ン
ガ
展
の
文
脈
で
⽝
青
い
花
⽞
を
考
え
る
⽜⽝
ユ

リ
イ
カ
⽞
二
〇
一
七
年
一
一
月
臨
時
増
刊
号
（
青
土
社
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
）

一
七
〇
～
一
七
七
頁
。

8

蔵
王
大
志
作
画
・
影
木
栄
貴
原
作
⽝
春
夏
秋
冬
⽞
完
全
版
（
一
迅
社
、
二
〇
二
一

年
十
月
）
二
〇
五
頁
。

9

⽝
百
合
姉
妹
⽞
三
号
（
マ
ガ
ジ
ン
・
マ
ガ
ジ
ン
、
二
〇
〇
四
年
四
月
）
一
四
六
～
一

四
七
頁
。

10

⽝
百
合
姉
妹
⽞
三
号
（
マ
ガ
ジ
ン
・
マ
ガ
ジ
ン
、
二
〇
〇
四
年
四
月
）
二
〇
五
頁
。

11

最
新
刊
は
⽝
百
合
姫W

ildrose

⽞
八
号
（
一
迅
社
、
二
〇
一
四
年
七
月
）。
な
お
、

二
〇
一
一
年
に
誌
名
が
⽝G

irls
Love

⽞
に
変
更
し
た
こ
と
が
あ
る
。

12

N
O
V
執
筆
、
中
村
成
太
郎
構
成
⽛
百
合
ヒ
ス
ト
リ
ー

ア
ー
カ
イ
ブ
⽜⽝
コ
ミ
ッ

ク
百
合
姫
⽞
二
一
号
（
一
迅
社
、
二
〇
一
〇
年
七
月
）
二
〇
〇
～
二
〇
三
頁
。
綾

奈
ゆ
に
こ
⽛
百
合
ク
ロ
ニ
ク
ル
⽜⽝
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
⽞
二
〇
一
八
年
三
月
号

（K
A
D
O
K
A
W
A

、
二
〇
一
八
年
二
月
六
日
）
一
七
四
～
一
七
七
頁
。

13

本
稿
の
引
用
は
玄
鉄
絢
⽝
少
女
セ
ク
ト
⽞
一
巻
（
メ
ガ
ス
ト
ア
コ
ミ
ッ
ク
、
二
〇

〇
五
年
九
月
）、⽝
少
女
セ
ク
ト
⽞
二
巻
（
メ
ガ
ス
ト
ア
コ
ミ
ッ
ク
、
二
〇
〇
六
年
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五
月
）
に
拠
っ
た
。

14

日
本
近
代
文
学
に
お
け
る
女
性
同
性
愛
の
主
要
人
物
に
は
、
男
と
の
性
的
経
験
が

あ
る
と
い
う
設
定
が
紋
切
り
型
の
よ
う
に
あ
る
。
伊
藤
氏
貴
⽝
同
性
愛
文
学
の
系

譜
⽞（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
二
月
）
一
六
二
～
一
六
三
頁
を
参
照
。

15

全
一
六
篇
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。⽛
恋
愛
⽜

も
の
は
一
話
、
三
話
、
六
話
、
八
話
、
一
三
話
、⽛
デ
イ
・
ア
フ
タ
ー
・
少
女
セ
ク

ト
⽜
と
い
っ
た
六
篇
が
あ
る
。⽛
ハ
ー
レ
ム
⽜
を
描
く
も
の
は
二
話
、
七
話
、
お
ま

け
一
、
九
話
、
一
〇
話
、
一
一
話
、
お
ま
け
二
と
い
っ
た
七
篇
が
あ
る
。⽛
レ
イ
プ
⽜

を
テ
ー
マ
に
す
る
も
の
は
、
四
話
、
五
話
、
一
二
話
と
い
っ
た
三
篇
が
あ
る
。

16

安
田
理
央
・
稀
見
理
都
編
⽝
ア
ダ
ル
ト
メ
デ
ィ
ア
年
鑑
二
〇
二
四
⽞（
イ
ー
ス
ト
・

プ
レ
ス
、
二
〇
二
三
年
一
二
月
）
六
三
頁
。

17

永
山
薫
⽝
エ
ロ
マ
ン
ガ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
⽞
増
補
（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
四
年
四

月
）
二
八
〇
頁
。

18

守
如
子
⽝
女
は
ポ
ル
ノ
を
読
む
⽞（
青
弓
社
、
二
〇
一
〇
年
二
月
）
一
三
九
頁
。

19

守
如
子
⽝
女
は
ポ
ル
ノ
を
読
む
⽞（
青
弓
社
、
二
〇
一
〇
年
二
月
）
一
八
八
～
一
八

九
頁
。

20

三
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
比
較
す
る
守
如
子
の
論
考
に
加
え
て
、
永
山
薫
の
⽛
エ
ロ
マ

ン
ガ
⽜
に
対
す
る
考
察
と
溝
口
彰
子
の
〈
B
L
〉
へ
の
分
析
は
一
様
な
観
点
を
示

し
て
い
る
。
永
山
薫
⽝
エ
ロ
マ
ン
ガ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
⽞
増
補
（
筑
摩
書
房
、
二

〇
一
四
年
四
月
）
二
七
四
頁
。
溝
口
彰
子
⽝
B
L
進
化
論
⽞（
太
田
出
版
、
二
〇
一

五
年
六
月
）
八
二
頁
を
参
照
。

21

守
如
子
⽝
女
は
ポ
ル
ノ
を
読
む
⽞（
青
弓
社
、
二
〇
一
〇
年
二
月
）
一
一
一
～
一
一

二
、
一
七
一
、
一
七
四
頁
。

22

宇
野
常
寛
は
⽛
レ
イ
プ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
⽜
を
⽛
セ
カ
イ
系
⽜
と
い
う
作
品
群
の

特
徴
と
し
て
唱
え
る
。
し
か
し
、
セ
カ
イ
系
は
ポ
ル
ノ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
含
む
も
の

の
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
は
言
い
難
い
。
他
方
、
本
稿
が
多
く
参
照

し
て
い
る
守
・
永
山
・
溝
口
の
論
考
で
は
、
守
は
ロ
ビ
ン
・
モ
ー
ガ
ン
の
い
う
⽛
ポ

ル
ノ
は
理
論
で
あ
り
、
レ
イ
プ
は
実
践
で
あ
る
⽜
を
引
用
し
、
永
山
は
⽛
ポ
ル
ノ

が
レ
イ
プ
を
準
備
す
る
⽜
と
い
う
翻
訳
を
採
用
し
論
述
を
展
開
し
た
。
溝
口
は

キ
ャ
サ
リ
ン
・
マ
ッ
キ
ノ
ン
な
ど
の
反
ポ
ル
ノ
運
動
の
言
説
は
引
用
し
な
か
っ
た

が
、
性
的
同
意
の
な
い
性
行
為
の
描
写
を
分
析
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
が
扱

う
⽛
レ
イ
プ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
⽜
の
文
脈
は
宇
野
の
問
題
関
心
と
異
な
る
。
宇
野

常
寛
⽝
ゼ
ロ
年
代
の
想
像
力
⽞（
早
川
書
房
、
二
〇
一
一
年
九
月
）
二
三
三
～
二
五

九
、
三
一
三
～
三
三
四
頁
。
守
如
子
⽝
女
は
ポ
ル
ノ
を
読
む
⽞（
青
弓
社
、
二
〇
一

〇
年
二
月
）
二
八
頁
。
永
山
薫
⽝
エ
ロ
マ
ン
ガ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
⽞
増
補
（
筑
摩

書
房
、
二
〇
一
四
年
四
月
）
二
一
四
頁
。
溝
口
彰
子
⽝
B
L
進
化
論
⽞（
太
田
出
版
、

二
〇
一
五
年
六
月
）
八
三
～
八
七
頁
。M

organ
R
obin,“Theory

and
Practice:

Pornography
and

R
ape.”

Take
back

the
night,

edited
by

Laura
Lederer,

W
illiam

M
orrow

&
C
o,

1980,pp.

134-140.

を
参
照
。

23

永
山
薫
⽝
エ
ロ
マ
ン
ガ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
⽞
増
補
（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
四
年
四

月
）
二
一
八
頁
。

24

永
山
薫
⽝
エ
ロ
マ
ン
ガ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
⽞
増
補
（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
四
年
四

月
）
二
一
九
頁
。

25

溝
口
彰
子
⽝
B
L
進
化
論
⽞（
太
田
出
版
、
二
〇
一
五
年
六
月
）
八
三
頁
。

26

溝
口
彰
子
⽝
B
L
進
化
論
⽞（
太
田
出
版
、
二
〇
一
五
年
六
月
）
八
四
～
八
七
頁
。

27

永
山
薫
⽝
エ
ロ
マ
ン
ガ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
⽞
増
補
（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
四
年
四

月
）
二
一
九
頁
。

28

永
山
薫
⽝
エ
ロ
マ
ン
ガ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
⽞
増
補
（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
四
年
四

月
）
二
二
四
～
二
二
九
頁
。

29

堀
あ
き
こ
⽛
第
八
章

ポ
ル
ノ
と
B
L
⽜
堀
あ
き
こ
・
守
如
子
編
⽝
B
L
の
教
科

書
⽞（
有
斐
閣
、
二
〇
二
〇
年
七
月
）
一
四
七
頁
。
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